
　　キャンプファイヤー場　　　　　　　水道場所　　　　　そうじ用具　 

営火場　 

キャンプファイヤー場の使い方及びその後始末について 

キャンプファイヤー場の使い方及びその後始末については、次の事に 
留意して行ってください。 
　キャンプファイヤー場の使い方について　 
〔時間〕　１８:００～２１:００ 
〔場所〕　レクリエーション広場・スポーツ広場・営火場 
〔準備〕 ・キャンプ倉庫からファイヤー用のセットとトーチ棒を運ぶ。 

・防火用水を準備する。 
　＊丸太や薪が雨等で濡れたり、灯油をかけたりした場合は、 

返品することができません。 
　＊灯油(実費)及びトーチ棒用金属バケツ(灯油を浸ける為)は、 
　　事務所受付前に準備しています。 
 

　キャンプファイヤー場の後始末について　 
〔後始末の仕方〕 

・丸太や薪は、完全に燃やしきる。 
＊燃やしきった木や灰は、準備していたペール缶に入れて、 
十分に水をかけ、完全に消火したことを確認してください。 
風が強く危険な場合は、早めに消火してください。 

・灯油缶は、終了後事務所に返却する。 
〔トーチ棒の処理〕 

・トーチ棒は原則として、ファイヤー後に残り火で焼却し、 
灰と一緒にペール缶に入れる。 
 

　トーチ棒に灯油をつける方法　 
＊灯油１缶（１リットル）で約トーチ棒 10 本分 

①　頭部１/３を３秒間つける。（開演１時間程度前の準備でよい） 

②　布の部分を上にしないようにして置いておく。 

 

 

≪安全管理上の留意事項≫ 
① 天候によりキャンプファイヤーの中止及び場所の変更もあります。 
② 火災及び事故等が発生した場合は、速やかに事務所へ連絡してください。 
③ 所定の場所以外での火気の使用は禁止です。 

〔広島県立福山少年自然の家　　夜間 TEL084-935-7167〕事務室へ必ず終了（消火や片付け済）の連絡をしてください。



 

指導資料　　　　　　　　　　　　　　広島県立福山少年自然の家 

　　　　　キャンプファイヤー井桁の組み方 

材　料 

① 丸太　（４本）･･･外枠　段用　　　④　古新聞　（１枚） 

② 長い木（５本）･･･内枠の支えなど　⑤　細木　　（１束） 

③ 角木　（２束）･･･内枠用　　　　　⑥　薪　　　（４束） 

組み方 

１　　外枠丸太の組み方 

（１）営火長の場所は、北極星（不変・道しるべを意味する）を 

背にするとよい。 

（２）点火の際にトーチ棒を入れる数・方向を決める。 

＊ 営火長に対して点火の方向を決めるため 

（３）対応する２本の丸太が、同じ太さになるよう選びながら、 

太い順に下から組む。

 
２　長い木の置き方　　 
　　４本を丸太の１段目の上に 
　　平行に並べる。 
 
３　角木の組み方 
　　長い木の中央に古新聞を 
　　折ってのせる。（中央に長い木 
　　をさす穴をあけておく） 
　　その上に角木を組んでいく。 
 
４　細木の置き方 
　　中央に長い木をさす。 
　　細木を組んだ角木の中に立てる 
　　ように入れていく。 
＊ 火は木を這って上がっていくので 

炎が高く上がりやすいため。 
 
５　薪の置き方 
　　予備の薪は、周りにおく。 
（放射状や、数個所に固めてもよい）

＊火のついたトーチ棒は、斜め前に傾けるように持つように指示し、 

　点火の際は、トーチ棒の火が古新聞の下になるように指示する。

トーチ棒を入れる所 トーチ棒を入れる所


